
e-Taxを利用していない理由（アンケート結果）

個 人 法 人

順位 理由
割合
（％）

1
ICカードリーダライタの取得に
費用や手間がかかるから

34.1 

2
電子証明書の取得（更新）に
費用や手間がかかるから

32.2 

3
セキュリティに不安がありインターネットを利用した

オンライン申請に抵抗があるから
7.4 

4
添付書類の一部について、

別途、提出する必要があるから
6.0 

5 税務署で申告の内容を確認したいから 4.6 

順位 理由
割合
（％）

1
社内での決裁・閲覧、金融機関への写しの提出などに

書面の申告書が必要であることから、
e-Taxを利用する必要性が感じられない

38.1 

2
書面提出する添付書類があり、

e-Tax送信分と書面提出分に分けて作業するのが煩雑である
32.0 

3
税務署が近いため、

e-Taxを利用する必要性が感じられない
22.3 

4 電子証明書の取得に費用がかかる 21.5 

5
e-Tax導入までの手続きが煩雑である又は

よくわからない（初期設定、電子証明書の取得等）
20.5 

（注１）当該設問に対する回答者数は90,688人。複数回答可。
（注２）アンケートの回答者には個人の納税者以外（税理士等、法人）も
含まれるが、その数は僅か（約2％）。
（出所）国税電子申告・納税システム（e-Tax）の利用に関するアンケート
の実施結果について（平成29年8月）

（注）当該設問に対する回答法人数は2,698社。複数回答可。
（出所）平成26事務年度に東京国税局が同局調査部所管法人（原則、資本
金が１億円以上の法人）を対象として実施したアンケート結果の取りまとめ

○ e-Taxを利用しない（又は利用をやめた）理由として、多くの納税者から以下の２点が挙げられている。

（注）その他、別目的で書面が必要、セキュリティ上の不安など、税務手続以外の理由が挙げられることも多い。

② 電子証明書やICカードリーダライタの取得に費用や手間がかかる。

① 電子的な提出が困難で、書面提出になる添付書類がある。
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e-Taxにおける法人税申告書等のデータ提出方法（現状のイメージ）

e-Tax

e-Taxに送信可能なデータ形式：XBRL・XML※１・２

イメージデータ（PDF形式）でe-Taxに送信※３

※１ XML（eXtensible Markup Language）とは、情報の内容にタグを付加して構造的に記述し、コンピュータ処理をしやすくするコンピュータ
言語。XBRL（eXtensible Business Reporting Language）とは、XMLをベースとして開発され、財務情報等を効率的に作成・流通・利用で
きるよう、国際的に標準化されたコンピュータ言語。

※２ 財務諸表や勘定科目内訳書の作成・送信機能が実装されていないソフトウェアの利用者等の利便性向上の観点から、CSV形式のデー
タのうち、一定のルールで記録されたものの取り込み機能、XBRL・XML形式への変換機能を、国税庁が提供する電子申告ソフト（e-Tax
ソフト）に実装（平成28年4月）。

※３ 平成28年4月以降、e-Taxで申告等を行う際、従前は別途郵送等で書面により提出する必要があった添付書類について、イメージデー
タ（PDF形式）による提出を可能とした。

申告書

財務諸表

（貸借対照表、損益計算書等）

勘定科目内訳明細書

（預貯金の内訳書、
売掛金の明細書等）

第三者作成書類

（収用証明書等）

自己作成書類

（出資関係図等）

XBRL・XMLは国際的に標準化されたデータ形式であり、
企業開示（有価証券報告書等）でも用いられている。他
方、企業のシステムではあまり使われていないデータ形
式であり、データ変換が煩雑との声がある。そのため、
データ形式の柔軟化、記載事項の見直しなどを求める声
もある。

e-Taxの送信容量の拡大、提出方法の柔軟化、提出書類
の簡素化などを求める声がある。

課題① 「電子的な提出が困難で、書面提出になる書類がある」への対応
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